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新年度がスタートして、あっという間に1か月がたちました。子どもたちは新しい環境にも

だいぶ慣れてきた頃かと思いますが、それと同時に疲れもでやすくなる時期となります。

夜はしっかり睡眠をとるようにして、体調の変化を注意深くみていきましょう。

SIDSのおはなし

育ち盛りの子どもたちは、毎食しっかり食べ

ることが大事です。活動エネルギーを補給す

るだけでなく、成長のためのエネルギーも必

要だからです。

朝ごはんをしっかり食べて、元気のスイッチを

ＯＮにしましょう！

社会全体が夜更かし型になっている日本の子どもは、世界から見て睡

眠不足だといわれています。忙しい毎日ですが、睡眠時間の確保に工夫

をお願いします。

乳幼児突然死症候（SIDS）とは、それまで健康だった乳幼児に起こる原因不明の突然死

のことをいい、睡眠中に発生します。SIDSは予兆なく突然起こり、詳しく調べても原因が見

つからないものを指します。生後2～6か月に多いといわれていますが、まれに1歳以上で

発症することがあります。

原因は不明ですが、様々なリスク因子が重なると発症するのではないかと考えられていま

す。

SIDSを予防するために・・・仰向け寝にしましょう！！
実は、うつぶせ寝の好きな赤ちゃんは多いのです。それは手足などがビクッとするモロー

反射などお起こりにくく、呼吸も安定するため、落ち着いて眠れるから。

仰向けに寝かせると泣いてしまう場合は、うつぶせ寝で寝付くまでそばにいて、眠ったら

仰向けに戻しましょう。

ふわふわのやわらかい敷ふとんは避け、適度に硬い敷ふとんに寝かせると安心です。

受診されたら・・

病院の先生から言われたこと、

お薬のことを教えてください！

ご家庭と園で連携をとって子どもたちの健康管理をしていけるよう

に、受診の際は症状や診断・処方されたお薬についてなるべく詳しく

正確に、園にお伝えください。

「眠そうなのは、薬を飲んでいるからかな」「咳が続いているけど、薬

を飲んでいるなら様子をみよう」など、こどもたちの健康状態の判断

材料になります。

薬局でもらう「薬剤情報提供書」には副作用なども記載されて

います。薬の処方があった際には翌日お持ちください。確認し

たのちお返しいたします。




